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附則 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規程は，長崎大学学則（平成１６年学則第１号。以下「学則」という。）第４４条の規定に基づき，長

崎大学（以下「本学」という。）における教養教育の履修に関し必要な事項を定めるものとする。 

（教養教育） 

第２条 教養教育は，大学教育における基本的教養を会得させ，併せて専門の幅広い基盤を理解させることを

目的とし，４年又は６年一貫の教育課程の一環として，全学の協力の下に実施するものとする。 

（夜間主コースの教養教育） 

第３条 昼夜開講制の学部については，主として夜間に授業を行うコース（以下「夜間主コース」という。）の学

生を対象とした教養教育を実施する。 

２ 前項の夜間主コースの学生を対象とした教養教育の履修に関し必要な事項は，長崎大学における夜間主

コースの教養教育の履修に関する規程（平成２４年規程第３号）の定めるところによる。 

第２章 授業科目及び最低修得単位数 

（授業科目の区分） 

第４条 教養教育は，教養基礎科目，プラネタリーヘルス科目，選択科目及び自由科目に分類し，開設する授

業科目の区分（以下「科目区分」という。）は，次の表の左欄に掲げる分類に応じ，それぞれ同表の右欄に掲

げるとおりとする。 

分類 科目区分 

教養基礎科目 教養ゼミナール科目 

情報・データサイエンス科目 

健康・スポーツ科学科目 

キャリア教育科目 

外国語科目 

プラネタリーヘルス科目 プラネタリーヘルス入門科目 

プラネタリーヘルスⅠ科目 

プラネタリーヘルスⅡ科目 

選択科目 人文・社会科学科目 

生命・自然科学科目 

社会連携・キャリア教育関連科目 

言語・異文化理解科目 

留学支援コーディネート科目 

自由科目 教職課程関連科目 

 

 

 

 



 

（授業科目の名称等） 

第５条 授業科目の名称，単位数，必修又は選択の別及び標準履修年次は，別表第１に定めるとおりとする。 

２ 前項の規定にかかわらず，プラネタリーヘルス科目（プラネタリーヘルス入門科目を除く。），選択科目及び

自由科目の授業科目については，学年の始めに告示する。 

３ 授業科目は，学則第８条に定める学期又は当該学期を前半及び後半に分けた期間を単位として開設する。 

（１単位当たりの授業時間） 

 

第６条 １単位の授業科目は，４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし，授業の方法

に応じた１単位当たりの授業時間は，学則第３３条第１項各号に定める基準によるものとする。 

２ 学則第３３条第２項の規定に基づき，教育効果を考慮して，１単位当たりの授業時間を，情報基礎にあって

は１５時間，外国語科目及び第１９条に定める留学生用科目（日本語上級Ⅰ，日本語上級Ⅱa及び日本語上

級Ⅱbに限る。）の授業科目にあっては３０時間とする。 

（最低修得単位数） 

第７条 教養教育の最低修得単位数は，別表第２に定めるとおりとする。 

第３章 履修，単位の認定，考査及び成績評価 

（履修の曜日） 

第８条 学生は，原則として，毎週第１年次には３日，第２年次前期には２日，それぞれ所定の曜日に教養教育

の授業科目を履修するものとする。 

（外国語科目の履修） 

第９条 学生は，外国語科目の履修に当たっては，英語を履修しなければならない。 

２ 前項に定めるもののほか，多文化社会学部（オランダ特別コースを除く。），環境科学部及び水産学部の学

生は，初習外国語のうちから一の外国語を選択し，履修しなければならない。 

３ 多文化社会学部（オランダ特別コースを除く。），環境科学部及び水産学部の学生は，前項の初習外国語

の履修に当たっては，入学当初に初習外国語選択願を提出し，許可を得るものとする。この場合において，

履修を許可された初習外国語は，他の初習外国語に変更することができない。 

４ 学則第３０条第３項に定める外国人留学生等（以下「外国人留学生等」という。）は，外国語科目の履修に当

たっては，入学当初に母語を届け出なければならない。この場合において，外国語科目のうち母語である科

目を履修することができない。 

５ 外国人留学生等は，外国語科目の履修に関し，第２０条に定めるところにより，履修の特例を受けることが

できる。 

（プラネタリーヘルス科目の履修） 

第１０条 学生は，プラネタリーヘルスⅠ科目の履修に当たっては，所定の期日までにテーマを一つ選択し，履

修を許可されたテーマの授業科目を履修しなければならない。 

（履修科目の登録） 

第１１条 学生は，履修しようとする授業科目（以下「履修科目」という。）について，所定の期日までに履修科目

を登録しなければならない。 

２ 履修科目を登録しなかった者は，授業科目を履修し，単位の認定を受けることができない。 

３ 履修科目を登録した後に，履修科目を変更するとき又は授業科目の履修を取りやめるときは，所定の期日

までに履修科目の変更又は取消しを登録しなければならない。 

（履修科目の登録の上限） 

第１２条 学生が教養教育の履修科目として登録することのできる単位数の上限は，各学部の定めるところに

よる。 

 

 

 

 

 



 

（単位の認定） 

第１３条 授業科目の単位の認定は，考査の結果に基づいて行う。 

（考査） 

第１４条 考査は，試験，論文，報告書その他の方法により行うものとする。 

２ 試験は，各学期末又は学期を前半及び後半に分けて授業科目を開設した場合は，その期間の末に期日を

定めて行う。ただし，授業科目によっては，随時試験を行うことがある。 

３ 授業に出席した時数が授業を行った時数の３分の２に達しない授業科目については，受験資格を認めな

い。ただし，忌引，病気その他やむを得ない理由のため欠席した者が所定の証明書等を添えて欠席届を提

出したときは，当該欠席時数について考慮することがある。 

４ 考査において不正行為を行った者には，学則第５０条に定める懲戒その他別に定める必要な処置を行う。 

（成績評価） 

第１５条 考査の成績評価は，前条第１項に掲げるもののほか，平素の学修成績，授業への取組状況等を考

慮して行う。 

 

 

２ 成績評価の基準及び評語については，次のとおりとする。 

判定 成績評価 評語 成績評価基準 

合格 １００～９０点 ＡＡ Ａ以上に優れている 

８９～８０点 Ａ 授業科目の到達目標以上に高度な内容を身に付けており，

授業で身に付けるべき内容を十分に習得している 

７９～７０点 Ｂ Ｃ以上に優れているがＡに満たない場合 

６９～６０点 Ｃ 授業科目の到達目標を満たしており，授業で身に付けるべき

最低限の内容を習得している 

不合格 ５９点以下 Ｄ  

合格  合 授業科目の到達目標を満たしている 

不合格  否 授業科目の到達目標を満たしていない 

（追試験） 

第１６条 病気，忌引その他やむを得ない理由により試験を受けることができなかった者には，当該授業科目

について追試験を行うことがある。ただし，試験を放棄したとみなされる者については，追試験を行わない。 

２ 追試験の実施は，１回限りとする。 

３ 追試験を受ける場合は，所定の期日までに，所定の証明書等を添え，追試験願を提出して許可を得なけれ

ばならない。 

（再試験） 

第１７条 考査の結果，不合格となった者に対する当該授業科目の再試験は，原則として行わない。 

２ 特別の理由により，再試験を行う場合の成績評価は，C又はDとする。 

（再履修） 

第１８条 履修した授業科目のうち，不合格となった授業科目については，当該授業科目を再度履修しなけれ

ば単位の認定を受けることができない。 

第４章 外国人留学生等の特例 

（留学生用科目） 

第１９条 外国人留学生等を対象として，留学生用科目を開設する。 

２ 留学生用科目の授業科目及び単位数は，別表第３に定めるとおりとする。 

 

 

 

 

 



 

（外国人留学生等の履修の特例） 

第２０条 外国人留学生等（英語を母語とする者を除く。）は，留学生用科目の授業科目を履修し，単位を修得

したときは，別表第２に定める最低修得単位数のうち，次の表の左欄に掲げる学部に応じ，同表の右欄に掲

げる授業科目の単位に代えることができる。ただし，日本事情については，外国語科目の単位に代えること

ができない。 

多文化社会学部（オランダ特別コース

を除く。） 

１ 外国語科目の初習外国語の単位として４単位まで 

２ 選択科目の単位として６単位まで 

多文化社会学部オランダ特別コース 

教育学部 

経済学部 

医学部 

歯学部 

薬学部 

情報データ科学部 

工学部 

選択科目の単位として６単位まで 

環境科学部 

水産学部 

１ 外国語科目の初習外国語の単位として２単位まで 

２ 選択科目の単位として６単位まで 

２ 英語を母語とする外国人留学生等は，留学生用科目（日本事情を除く。）を４単位（多文化社会学部は６単

位）履修し，修得しなければならない。この場合において，修得した単位については，英語の単位に代えるも

のとし，日本事情を履修し，修得した単位があるときは，履修を許可された選択科目の単位に代えることが

できるものとする。 

３ 前項に規定する場合において，なお英語の単位が不足するときは，長崎大学教務委員会が指定する授業

科目を履修し，修得することにより，当該修得した単位を不足する英語の単位に代えるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第５章 雑則 

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第２１条 学則第３６条第１項の規定により，教養教育の授業科目として取り扱う他の大学（放送大学を含む。）

又は短期大学における授業科目を履修しようとする者は，第１１条の規定にかかわらず，所定の期日までに

出願票を提出しなければならない。 

２ 修得した単位は，外国語科目にあっては２単位を超えない範囲で，選択科目にあっては１０単位を超えない

範囲で，教養教育の最低修得単位数に含めるものとする。 

３ 第１項に規定する授業科目については，学年の始めに告示する。 

第２２条 学則第３６条第２項の規定により，外国の大学又は短期大学に留学し，又は外国の大学又は短期大

学の授業科目を休学期間中に履修し，その修得した単位等を教養教育の外国語科目及び選択科目の単位

として認定を受けようとする者は，所定の期日までに履修した授業科目に係る修得単位認定証明書，成績

証明書又は学修の成果を証明する書類を提出しなければならない。 

２ 前項の場合において，認定することができる単位は，前条第２項に規定する単位と合わせて，外国語科目

にあっては２単位を超えない範囲と，選択科目にあっては１０単位を超えない範囲とする。 

（外国語技能検定試験等の成果に係る学修等） 

第２３条 学則第３７条第１項に規定する大学以外の教育施設等における学修のうち，外国語技能検定試験等

（以下「検定試験等」という。）における成果に係る学修について，教養教育の授業科目の単位として認定を

受けようとする者は，各学期の所定の期日までに，次に掲げる書類を提出しなければならない。 

(1) 単位認定申請書 

(2) 単位認定を申請する検定試験等の成績等を証明する書類 

２ 前項の規定により教養教育の授業科目の履修とみなし，与えることができる単位数は，第２１条第２項，前

条第２項及び次条第２項に規定する単位と合わせて，次に定める単位数を超えない範囲とする。ただし，第

２号の規定の適用については，多文化社会学部（オランダ特別コースを除く。），環境科学部及び水産学部

の学生に限るものとする。 

(1) 外国語科目の英語の授業科目 ４単位（多文化社会学部は６単位） 

(2) 外国語科目の初習外国語の授業科目 ２単位（多文化社会学部(オランダ特別コースを除く。)は４単位） 

(3) 留学生用科目の授業科目 ４単位（英語を母語とする多文化社会学部の外国人留学生等は６単位） 

３ 検定試験等における成果に係る学修の単位認定の取扱いに関し必要な事項は，別に定める。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第２４条 学則第３８条の規定により，教養教育の授業科目に係る入学前の既修得単位等の認定を受けようと

する者は，所定の期日までに，次に掲げる書類を提出しなければならない。 

(1) 既修得単位認定申請書 

(2) 成績証明書又は学修の成果を証明する書類 

２ 入学前の既修得単位等として認定する単位は，次に定める単位数を超えない範囲で，合計２０単位以内と

する。ただし，第１号に規定する外国語科目の初習外国語の授業科目の単位の適用については，多文化社

会学部（オランダ特別コースを除く。），環境科学部及び水産学部の学生に限るものとする。  

(1) 情報・データサイエンス科目，キャリア教育科目（キャリア実践を除く。），外国語科目の初習外国語の授

業科目及び選択科目 １６単位 

(2) 外国語科目の英語の授業科目 ４単位（多文化社会学部は６単位） 

(3) 留学生用科目の授業科目 ４単位（英語を母語とする多文化社会学部の外国人留学生等は６単位） 

３ 前項の規定により認定された単位は，教養教育の授業科目の履修により修得したものとみなす。 

（補則） 

第２５条 この規程に定めるもののほか，教養教育の履修に関し必要な事項は，別に定める。 

 

 

 

 



 

附 則 

１ この規程は，令和７年４月１日から施行する。 

２ 令和７年３月３１日現在本学に在学している者（以下「在学者」という。）及びこの規程施行後在学者の属す

る年次に編入学，転入学又は再入学する者については，改正後の長崎大学教養教育履修規程の規定にか

かわらず，なお従前の例による。 

別表第１（第５条関係） 

分

類 

 

科目区分 

 

授業科目名 

単位数 標準履

修年次 

 

備考 
必修 選択 

教 

養 

基 

礎 

科 

目 

教養ゼミナール科目 初年次セミナー １  １  

情報・データサイエンス科目 情報リテラシー入門 １  １  

応用情報処理 １  １  

データサイエンス概論 １  １  

統計学概論 １  １  

健康・スポーツ科学科目 健康科学 １  １  

スポーツ演習（＊１）  １ １・２ （＊１）は，教育学

部の学生のみ必修

とする。 

キャリア教育科目 キャリア入門 １  １  

キャリア実践 １  ２  

外国語科目 英語 英語コミュニケーションⅠ １  １ （＊２）は，多文化

社会学部の学生に

限る。 
英語コミュニケーションⅡ １  １ 

英語コミュニケーションⅢ

（＊２） 

１  １ 

総合英語Ⅰ １  １ 

総合英語Ⅱ １  １ 

総合英語Ⅲ（＊２） １  １ 

初習外国語（＊３） ドイツ語Ⅰ １  １ （＊３）は，多文化

社会学部（オランダ

特別コースの学生

を除く。），環境科

学部及び水産学部

の学生に限る。 

（＊４）は，多文化

社会学部（オランダ

特別コースを除

く。）の学生に限

ドイツ語Ⅱ １  １ 

ドイツ語Ⅲ（＊４） １  ２ 

ドイツ語Ⅳ（＊４） １  ２ 

フランス語Ⅰ １  １ 

フランス語Ⅱ １  １ 

フランス語Ⅲ（＊４） １  ２ 



 

フランス語Ⅳ（＊４） １  ２ る。 

中国語Ⅰ １  １ 

中国語Ⅱ １  １ 

中国語Ⅲ（＊４） １  ２ 

中国語Ⅳ（＊４） １  ２ 

韓国語Ⅰ １  １ 

韓国語Ⅱ １  １ 

韓国語Ⅲ（＊４） １  ２ 

韓国語Ⅳ（＊４） １  ２ 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
科
目 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
科
目 

プラネタリーヘルス入門科目 プラネタリーヘルス入門 １  １  

プラネタリーヘルスⅠ科目 学年の始めに告示する。  

プラネタリーヘルスⅡ科目 学年の始めに告示する。 

選
択
科
目 

人文・社会科学科目 学年の始めに告示する。  

生命・自然科学科目 学年の始めに告示する。 

社会連携・キャリア教育関連科目 学年の始めに告示する。 

言語・異文化理解科目 学年の始めに告示する。 

留学支援コーディネート科目 学年の始めに告示する。 

自
由
科
目 

教職課程関連科目 学年の始めに告示する。  

注 

１ 学生は，所定の時間割に従って履修し，教養基礎科目については指定されたクラスで受講すること。 

２ 初習外国語については，入学当初に一つの外国語を選択し，履修を許可された科目を必修科目とする。 

  



 

別表第２（第７条関係） 

教養教育の最低修得単位数 

 

 

学部・学科 

 

 

 

 

分類・科目区分 

多文化社

会学部 
教
育
学
部 

経
済
学
部 

医学部 歯
学
部 

薬
学
部 

情
報
デ
ー
タ
科
学
部 

工
学
部 

環
境
科
学
部 

水
産
学
部 

オ
ラ
ン
ダ
特
別
コ
ー
ス
を
除
く 

オ
ラ
ン
ダ
特
別
コ
ー
ス 

医
学
科 

保
健
学
科 

教
養
基
礎
科
目 

教養ゼミナール科目 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

情報・データサイエンス科目 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

健康・スポーツ科学科目 １ １ ２ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

キャリア教育科目 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ 

外国語科目 英語 ６ ６ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

初習外国語 ４ － － － － － － － － － ２ ２ 

小計 １８ １４ １３ １２ １２ １２ １２ １２ １２ １２ １４ １４ 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
科
目 

プラネタリーヘルス入門科目 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

プラネタリーヘルスⅠ科目 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

プラネタリーヘルスⅡ科目 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ 

小計 ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ 

選
択
科
目 

人文・社会科学科目 ０ ０ ２～８ 

8～10 

２～４ ２～４ ２～４ ２～６ ４～６ ４～６ ２～６ ４ 

生命・自然科学科目 ４ ４ ０～８ ２～４ ０～４ ２～４ ２～４ ２～４ ２～４ ２～６ ２ 

社会連携・キャリア教育関連科目 ２ ２ ０～４ ２～４ ２～４ ２ ２～４ ２～４ ０～４ ０～２ ０～４ 

言語・異文化理解科目 ０ ０ ０～４ ０～２ ２～４ ０～２ ２～４ ０～２ ０～２ ２～４ ０～４ 

留学支援コーディネート科目 ０ ０ ０～４ ０～２ ０～２ ０～２ ０～２ ０～２ ０～２ ０～２ ０～２ ０～４ 

小計 ６ ６ １０ １０ ８ １０ １０ １２ １２ １１ １０ １０ 

合計 ３１ ２７ ３０ ２９ ２７ ２９ ２９ ３１ ３１ ３０ ３１ ３１ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別表第３（第１９条関係） 

留学生用科目 

授業科目 単位数 

日本語上級Ⅰ ２ 

日本語上級Ⅱa ２ 

日本語上級Ⅱb ２ 

日本事情 ２ 

 


